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（１）芽吹き始めた“まちづくりの新芽” 

これまでは行政中心にまちづくりを進めてきましたが、昨今、府中市では、NPO 団体やまちづ

くり団体（以下、「団体等と」いう。）など、市民や団体等、民間事業者による取組・活動や官民

連携による取組・活動が活発に行われ始めています。 

グランドデザインに直接関わる取組としては、本グランドデザインの策定に合わせ開催した、

「ふちゅう井戸端会議府中市グランドデザインワークショップ」（全 3 回）では、市内でまちづ

くり活動を行う市民の方を講師に招き、それぞれのテーマに基づき、まちなかの資源の活用やど

んなまちにしたいかを話し合いました。その中で出たアイデアもグランドデザインの中に盛り

込まれています。企画、運営は、市内の NPO

法人が担い、市内外問わず多くの方が参加さ

れました。 

その他に、次のような活動や取組が、“ま

ちづくりの新芽”として芽吹き始めていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなのグランドデザインだから、俺もなにかやってみたいな。」 

 

「みんなで取り組まないと上手くいかないぞ。誰が何を進めるのか、関係する人たち

がどんな人たちか、考えを整理しないとな。」 

 

「そうだね、連携するにも役割分担や何から始めるのか、考えることはたくさんある

んだね。」 

将来像の実現に向けたマネジメント 

（ワークショップのポスター） 

息子(高校生) 

父(50 代) 

息子(高校生) 
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取組例１：石州街道出口地区まちづくり協議会／ 
まちなみの修景事業 

歴史あるまちなみを活かし、建物の修景を行
うとともに、積極的なイベント開催や観光ボラ
ンティア等の活動をしています。また、空き家・
空き店舗のリノベーションによる活用も行って
おり、出口地区を歩く人が増えつつあります。 

石州街道・出口地区に 
おける修景箇所 

年に１回、夏にお祭り広場にて、市民有志で
祭りを開催しており、毎年考案する祭りの内容
が地域の子どもたちに好評となっています。 

取組例２：市民有志／キラリン夜店 

取組例３：大型商業施設／ 
行政機能（ネウボラ拠点）の導入 

中心部にある大型
商業施設を活用し
た行政機能の導入
により、官民連携に
よる賑わいづくりのた
めの運営のあり方を
検討しています。 

取組例５：府中まちなか繁盛隊・府中商工会議所／ 
一店逸品運動 

府中市民をはじ
め、多くの人に地
元のお店のことを
知っていただける
よう、各店が自信
を持ってオススメ
する商品・サービ
スをアピールして
いく「一店逸品運
動」を行っていま
す。 

取組例６：市内スーパー／ぐるっとバス（市内循環 
バス）の利用者割引サービス 

市内スーパーの提案により、市内を循環す
るぐるっとバスを利用して買い物した方への
割引サービスを行うなど、官民連携による
公共交通の利用が促進されています。 

 

府中・福山地域の約 20 の工場（木工・繊
維・金属・味噌など）を見学できるイベント。
素材や技術に触れられる、体験できるワー
クショップも開催。工場も地域の大きな魅力
の一つとして知ってもらう機会を作ります。 

取組例４：瀬戸内ファクトリービュー実行委員会／ 
瀬戸内ファクトリービュー 
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（２）みんなで“リノベーションまちづくり”の浸透 

第 3 章に将来像として、『府中の本物（まんなか）を感じ、「楽しみ」「暮らせる」まち』を掲

げています。その主旨にもある「リノベーションのまちづくり」は、古い建物を改修するという

ことだけではありません。リノベーションは Renovation と書き、つまり「Re-innovation」とい

うことになります。イノベーションとは、新たなアイデアや価値を創造・発明することであり、

リノベーションとは新たなアイデアや価値を創造しなおすということになります。この価値を

創造しなおす過程において、市民のシビックプライドの醸成にもつながるものになります。また、

「Re-generation」という意味合いもあり、再発見・再認識したアイデアや価値を次世代につな

いでいくという概念もあります。 

「まちづくり」は、行政だけが行うものではなく、日々の暮らしの中で一人ひとりが始められ

るものです。自分のまちで楽しく暮らす工夫を続けることで小さな芽が市内に広がり、このまち

を変えていくことがリノベーションまちづくりに繋がっていくのです。 

 

（３）“官民連携まちづくり”を進める行政のスタンス・取組 

１）取組方針 

上記、基本的な考え方を踏まえ、官民連携のまちづくりを進めるため、府中市役所は以下の方

針で取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

① 「官」「民」それぞれにとっての相乗効果を生むようなまちづくりを行います 

② 庁内組織で横断的な連携を図り、官民一体となって取組んでいきます 

③ 市民、民間事業者、団体等が活動しやすいよう、全力で支援します 

【事例】 府中 ICT リテラシー普及促進事業「府中 タチマチテック アカデミー」の取組の様子 

■取組の概要 

 働き方改革や新しい生活様式に対応するために

活用できる各種デジタルツールに関して周知し、

情報格差の是正の一助とすることなどを目標に、

市内の事業者や市民の誰もが IT を容易に扱える

よう、年代や場面に合わせた適切なカリキュラム

（セミナー）を開催しています。 

新しい生活様式への対応とし
て、民間提案により、デジタル
化に向けたセミナー等を企画す
るなど、市民向けの取組みを
始めています 
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２）具体的な取組 

 ①官民が win-win となる官民連携まちづくりのフェーズ検討 

昨今、府中市では、団体等や市民等、民間事業者による活動あるいは官民連携による活動が活

発に行われ【種を蒔く段階】、少しずつではありますが、 “活性化の芽”が芽吹き始めています。

これらの活動を次の新たな活動の掘り起こしを誘発し、新たな活動へつなげていくことが重要

です。 

新たな活動の創出につなげるため、庁内に共創の窓口を設置し、民間事業者等からの様々な提

案を受けて、地域の価値の創出と地域課題の解決を同時に図ります。また、この段階では、担い

手の確保・育成を図るため、官民や民間企業間で情報共有・意見交換を行うための場の調整を図

ります【芽が出始めた段階】。さらに、これらの活動・取組に関わる人材の育成や活動の実態化

を図るため、各種支援を図ります【育てる段階】。その後、これらの活動により将来像が実現し

ます【実る段階】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②府中市の魅力を共に創る庁内窓口の設置及び仕組みの構築 

グランドデザインの実現に向けて、官民が一体となって府中市の魅力を共に創る必要がある

ことから、まずはグランドデザインが目指す趣旨、方針に賛同する市民・民間事業者等の積極的

な活動・取組提案等の支援を行うプラットフォームの構築を目指します。 

具体的には、このような「共創のまちづくり」を推進するための庁内窓口を設置し、民間事業

者等を受け入れながらまちづくりを推進するための仕組みを検討します。 

また、窓口を設置することで、窓口機能（マッチング機能）に加えて、民間提案を受け入れ、

実現化を図るための調整機能、事業化支援機能を果たします。その他に、民間事業者等主導によ

る事業の取組やその成果を広く全国へ発信するプロモーション機能のあり方・仕組みを検討し

ます。 

 

 

 

 

第１フェーズ 

種を蒔く段階 

第２フェーズ 

芽が出始めた段階 

第３フェーズ 

育てる段階 

第４フェーズ 

実る段階 

団体等によりまちづく

り活動が活発に行わ

れている 

共創の窓口を設置す
るとともに、官民や民
間企業間の情報共
有を図る場の調整を
行い、小さな新芽とな
る活動へつなげるた
めのきっかけを作る 

 

様々なまちづくりに

関する企画者、参

加者、実行者など、

活動・取組を支える 

グランドデザインが目

指す４つの取組キー

ワードの達成につな

がり、将来像が実現 

図 官民連携のまちづくりのフェーズ 
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行政(窓口) 民間事業者等 

①相談・提案 

②提案への対応等 

図 共創のまちづくり窓口設置による官民のマッチング 

A 課 

B 課 

C 課 

行政(各課) 

情報提供・調整 

提案への対応等 

行政(窓口) 

②民間提案 

①地域課題の発信等 

地域課題① 

・・・ 

■自治体の地域課題テーマを提示した上で、民間提案を受けて共創で取り組む場合 

■共創の窓口を設置した上で、民間提案に対して官民の共創で取り組む場合 

地域課題② 

地域課題③ 

【事例】 府中天満屋 2階の活用検討イメージ 

■取組の概要 

 府中駅を中心とした中心市街地の拠点となり、市民の憩いの場となる施設に改修す

る事業として、若年層と子育て世代をターゲットに、フロア 2階の一部のリニューアル

を進めています。 

商業施設への施設導
入・運営に関して、官
民連携により民間のノ
ウハウを活用し、既にリ
ニューアルに向けた取
組みを始めています 

民間事業者等 
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 ③エリアマネジメント推進体制の構築 

本市では、グランドデザインの将来像を共有し、個々の取組を具体化したプロジェクトをマネ

ジメントするため、市民、民間事業者、団体等、行政等の官民連携による推進体制を構築します。 

今後の都市再生・市街地整備は、都市機能を確保するための開発から、“価値”や“持続性”

を高める複合的な更新を図る必要があり、JR 府中駅周辺を中心にした事業実施後のエリアマネ

ジメント活動等の展開を視野に入れた市街地整備を推進する必要があります。 

府中市を支える様々な業種・業態から民間事業者の参画と、地域づくりを進める NPO 法人、

団体等、自治会等が加わったエリアマネジメント推進組織の設立や自律的な活動を支援すると

ともに、多様な地域活動との連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリアマネジメント推進体制の構築によるグランドデザインの実現に向けた官民の主な役割

分担を示します。市民、民間事業者、団体等、行政ともに、担い手の確保・育成を図ることが重

要です。 

行政は、府中市に民間事業者を呼び込み、参画しやすくなるような環境整備を中心に担うこと

が求められ、市民、民間事業者、団体等は、保有する技術やノウハウ、知見等を活かして積極的

にまちづくりに関わっていくことが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

行 政 

民間事業者・団体等 

民間事業者、商工会議所、 

青年会議所、NPO 法人、 

まちづくり団体、観光協会 等 

市 民 

図 エリアマネジメント推進体制の構築（例） 

まちづくりに連携して 

取組む体制の構築 

事業者を呼び込む 

ための支援等 

市民等がまちづくりに 

参画する素地を整備 

協働したまちづくりの推進 

まちづくりへの支援 

行 政 民間事業者・市民等 

〇 地域活動への積極的な参加 

〇 まちづくり活動への参画 

〇 ビルや空き店舗等のコンバージョン・

リノベーションの提案 

〇 低未利用地の活用提案 

〇 人材を育て活かす 

〇 情報発信  等 

〇 道路や公園等の基盤整備 

〇 インパクトのある施策・事業の実施 

〇 法規制等や各種まちづくりに 

関するガイドライン等の見直し検討 

〇 関係機関の調整・コーディネート 

〇 人材を育て活かす 

〇 各種勉強会や意見交換会等の場 

の提供  等 

【官民の主な役割】 
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（４）将来像の実現に向けた取組のロードマップ 

グランドデザインの目指すまちの姿を実現するため、市民の暮らしやすさの視点、訪れる人々

や受け入れる人々の視点から、各取組の概ねの時期と官民の役割別にロードマップを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■
官
民
連
携
の
組
織
・
仕
組
み
の
構
築

まちづくりテーマに応じた意見交換の
場の設定

官民連携プラットフォームの構築

エリアマネジメント推進組織の設置、
支援

まちづくり人材開発

周知活動
●出前講座、コミュニティスクールの場の活用、志議会での周知、イベントでの広報

□コミュニティスクールの場の活用、志議会での周知、イベントでの広報

□各種セミナー等の開催

□人材の発掘

●意見交換テーマの
検討

●民間事業者や市民への周知

□意見交換への参画

●推進体制の検討 ●関係者との調整

●取組内容の検討 □参画 □参画

●情報交換会等の場の設定

□民間提案

□民間提案

●民間事業者を呼び込むための支援等 ●組織の調整

□組織の運営・調整□まちづくり支援

□人材開発プログラムの
検討

□各種セミナー等の開催

●後方支援

短期（概ね 5年後） 中期（概ね 10年後） 長期（概ね 20年～30年後）

行政・民間企業等が連携
し、生活・公共空間が市
民に効果的に活用されて
いる

都市基盤整備が進み、
快適な生活・公共空間
が形成されている

イベントの定期的な開
催や古民家等のリノ
ベーションが進み、にぎ
わいが創出されている

イベントが常態化し、まち
づくり活動の輪が広がると
ともに、リノベーションされ
たまちなみが形成されて
いる

誰もが府中に愛着や誇
りを感じ、暮らしを楽しん
でいるまち

来街者や活動団体など、
多様な人々の観光交
流・ビジネス活動がアク
ティブなまち

官民連携プ
ラットフォーム
づくり、ウォー
カブルなまち
なかへの都
市基盤、公
共空間整備
を進める

●市民等がまちづくりに参画
するための素地を整備

□民間事業者等 ●府中市凡例：
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■
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
エ
リ
ア

ゆとりとくつろぎの広場・
空間づくり

駅周辺への商業施設・公共
施設の集積

子育て支援機能や学習・
研究・交流機能の導入

JR府中駅のリニューアル

空き店舗のリノベーション、
空きビル等のコンバージョン

健康増進施設機能の導入

図書館及び駅前通り
ファサード整備

■
子
ど
も
の
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

創
造
エ
リ
ア

水辺や風を感じ、自然と親しむ
空間を活用した賑わいづくり

アーバンスポーツの充実等を図
る、運動・交流機能の導入

「にぎわいと交流のエリア」と
を連絡する楽しい歩行空間づく
り

トップアスリートと交流できる
環境づくり

■
多
様
な
人
々
の
交
流
・
滞
在
に
よ
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
エ
リ
ア

空き家等のホテルやカフェ等へ
の転用など、多様な人々の交
流・滞在空間の創出

ものづくり工房やアトリエ等の
市民に開かれた“ものづくりの
場”の展開

回遊性を高める歩行者空間の
ウォールアート化や空き店舗等
を活用した市民アートギャラ
リー化の推進

まちなみの風情を活かした空き
家等の柔軟な利活用・リノベー
ション支援

歩いて楽しい歩行空間づくり

■
歴
史
・
文
化
的
記
憶

の
継
承
エ
リ
ア

歴史の掘り起こし

歴史・文化学習の場としての
整備・開放

歴史・文化散策ルートの整備

市民活動の組織化

短期（概ね 5年後） 中期（概ね 10年後） 長期（概ね 20年～30年後）

行政・民間企業等が連携
し、生活・公共空間が市
民に効果的に活用されて
いる

都市基盤整備が進み、
快適な生活・公共空間
が形成されている

イベントの定期的な開
催や古民家等のリノ
ベーションが進み、にぎ
わいが創出されている

イベントが常態化し、まち
づくり活動の輪が広がると
ともに、リノベーションされ
たまちなみが形成されて
いる

誰もが府中に愛着や誇
りを感じ、暮らしを楽しん
でいるまち

来街者や活動団体など、
多様な人々の観光交
流・ビジネス活動がアク
ティブなまち

官民連携プ
ラットフォーム
づくり、ウォー
カブルなまち
なかへの都
市基盤、公
共空間整備
を進める

□民間事業者等 ●府中市凡例：

□運営、イベント展開

●広場等整備

●公共施設整備、民間支援

□商業施設集積

□活用提案・社会実験

●設計 ●整備

●リノベーション等支援

□リノベーション展開

●施設整備

●施設整備

□施設運営

□施設運営

●水辺の賑わいづくり、法規制等整備

□河川空間活用

●プロスポーツチーム等との交流

□イベント等開催

●関係機関調整、支援

●関係機関調整、支援

□企画、提案

□企画、提案

□地元調整

□地元調整

□リノベーション展開

□ものづくりの場の展開

□瀬戸内ファクトリービュー等の取組み展開

●アーティストインレジデンス事業
●滞在場所の検討 □まちなかアートの展開

●地元調整、修景支援

□●調査、発掘、研究、活用、大学等との連携

□リノベーション展開

●町並みリノベーション方針検討

□空間活用提案、イベント等展開

●ウォーカブル区域構想、法規制等整備、公共空海整備

●史跡広場整備、史跡開放
●拠点施設整備、施設活用

□●史跡活用、学習イベント展開

●ルート選定、整備
□地域ガイド、旅行会社連携

□●歴史文化研究会の組織化

□大型店舗リニューアル

□運営、イベント展開

●かわまちづくり
計画策定

●ＰＯＭ小路整備 □道路空間活用イベント等の展開

●整備構想
□リニューアルに向けた提案

●こどもの国公園整備

●ネウボラ、賑わい拠点整備

●関係者協議
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 検証・見直し 

本章で示すマネジメントシステムについて、評価・検証を繰り返しながら、第１章で示す「目

的から導く４つのキーワード」を念頭に置いた将来像の着実な実現を図ります。 

本計画では、将来像の実現に向け、必要に応じて適宜、計画内容の見直し・変更を行うものと

します。 

また、計画の実効性を高めるため、PDCA サイクル（Plan（計画）－Do（実施）－Check（検証）

－Action（改善））により、官民が一体となって将来像やエリアコンセプトの実現に向けた達成

度の検証、必要に応じて計画・施策内容の見直し・改善を行い、効果的・効率的な施策の実現を

目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「将来に向かって、様々な立場の人が協力しあうことで、まちづくりは進んでいくんだ

ね。私も色々考えるきっかけになったわ。」 

 

「そうだな、市民としても企業人としても頑張らないといけないな。」 

 

「この 10 年、20年で大きくまちが変わろうとしてるわね。お母さんもできることは 

やっていこうっと！」 

 

「グランドデザインで目指すべき将来像もわかったし、多くの人が関わることで、素

晴らしいまちになっていきそうな予感がする。俺も自分にできることから始めていこう

っと！」 

図 PDCA サイクルによる計画の検証・見直し方針の概念 

将来像 

エリアコンセプト 

の実現 

Plan

Do

Check

Act

計画する 

実施する 

検証する 

見直しを行う 

改善する 

※国土交通省では、「私たちのまちは、どれくらい居心地が良く歩き
たくなるまちなのか。」を測るため、「まちなかの居心地の良さを
測る指標（案）」を作成しており、本市においても参照し、検証し
ていくこととする。 

息子(高校生) 

父(50 代) 

娘(20 代) 

母(40 代) 
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